
　皆さん、こんにちは！角館の桜をもっと見たい気持ちでいっぱい、国際交流員の黄
敏（ファンミン）です。秋田で迎える二度目の春は、冬タイヤの交換や、スキー用具
返却などの支度でバタバタしている中始まりました。改めて雪国に暮らしているなと
実感しています。
　さて、今回は前回に続き、秋田の好きなところを伝えたいと思います。

　都会では自分の時間や空間を持つことが難しいです。暮らす家は比較的小さい部屋
であり、外遊びの時は渋滞や待つことに時間を費やし、駐車スペースと休憩席取りも
労力がかかります。なおさら今は感染症対策で悩まされます。田舎と都会はそれぞれ
メリットがありますが、私は秋田暮らしが大好きです。

秋田のここが好き！（下）
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　インドア派代表の一人として、声を大にして言いたいのは、インドア派は都会より
秋田の方が住みやすいということです。都会と比べ、秋田の平均住居費は安いので、
より広い部屋を借りられることが大きな理由です。
　以前、東京に留学していた頃に、借りていた狭いワンルームは、寝るためだけの部
屋と化していました。コロナ禍の巣籠り風潮の中、広い部屋でゴロゴロして、快適に
暮らせることは都会では贅沢そのものになります。家が広い分、違う部屋に行ったり
来たりでき、それで気分転換にもなります。また、広い空間があることで、運動や料
理をしたり、インテリアや家庭菜園を楽しむこともできます。

住居費が比較的安い
3つ目

　趣味は映画鑑賞ですが、秋田に来てから映画館が満席だったことはほぼないし、思
い立って予約なしでさっと見に行けるのはとても嬉しいです。映画以外でも、イベン
トの当選率が高いため、体験したい活動に参加できる確率が高いです。今はコロナの
影響もあると思いますが、観光名所に行ってもそうそう混まないし、並ばなくてもい
いです。場所によっては、貸切状態もしばしば。人が少ない分、人目を気にしなくて
いいし、車も少ないため運転しやすいし、精神的にとても楽です。

人が少ないことの気楽さ
4つ目

　台湾の実家は田舎の方ですが、平地にあるため山は見えません。なので、秋田に来
てから、日常で山が見えることがとても新鮮でした。秋田には一年半暮らしています
が、山を見る度に不思議な気持ちが溢れ、心信深い気持ちになります。山は大きく構
えている存在、顔を上げればそこにある安心感。堅固な岩石で構成されているのに緩
やかな曲線を描きます。そして、季節ごとに色彩が変わり、毎日の光加減で見え方が
違うので、飽きることはありません。延々と連なる山脈を遠望なり、仰望なりする時
は、私が一番好きで、そして癒される時間です。

山々の景色
5つ目

謎解きしながら、
角館を巡って
みませんか？

謎解き×外町散策

　角館の外町の喫茶店や和菓子店
を巡りながら謎解きができる「～
角館の謎～謎解き×外町散策マッ
プ」を制作しました！
　おすすめの和菓子屋と喫茶店情
報が盛りだくさん！謎解きが好き
な方はもちろん、角館に遊びにい
らした方もぜひ手に取ってみてく
ださい。
　謎解きの難易度によって、初級
編と上級編に分かれています。滞
在時間に合わせて選んでくださ
い！

初級編
謎解き×和菓子巡り

▶ �配布場所／後藤福進堂、さ
なづら本舗福寿、八田菓子
舗、唐土庵いさみや駅前店、
ゆかり堂製菓駅通り店、角
館駅前蔵

▶ 所要時間／ 15分程度

上級編
謎解き×喫茶店巡り

▶ �配布場所／さかい屋、びす
けっと、ちば珈琲店、有頂
天喫茶、角館駅前蔵

▶ 所要時間／ 1時間程度
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美しい秋の絶景スポット。
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YouTube チャンネ
ルはこちらから !!

たざわ湖スキー場の営業終了後に
パトロールに同行して巡回。
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中
に
見
え
る
景
色
に
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惹
か
れ
ま
し
た
。
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